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平
成
21
年
度「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」を
開
催
し
ま
し
た

　
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
地
域
農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
協
議
会
は
、
２
月
１
日
、
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
輸
出
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
輸
出

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」
は
輸
出
に
意
欲
の
あ
る
事
業
者
を
対
象
に
、
輸
出
促
進
セ
ミ
ナ
ー
、
展
示
・
商
談
会
、
試
食
会
を
一
体
的
に
開
催
す
る
事
業
で
す
。
今
回
の
開
催
の
様
子
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。
　

農林水産部
Ｔ
Ｅ
Ｃ‐Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）と
は

　
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
、又
は
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、被

災
地
方
公
共
団
体
等
が
行
う
、被
災
状
況

の
迅
速
な
把
握
、被
害
の
発
生
及
び
拡
大
の

防
止
、被
災
地
の
早
期
復
旧
そ
の
他
災
害

応
急
対
策
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
を
円

滑
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
発
足
し

た
組
織
の
こ
と
で
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
隊
員
は
国
土

交
通
本
省
を
筆
頭
に
国
土
技
術
総
合
政

策
研
究
所
、国
土
地
理
院
、地
方
支
分
部

局
、気
象
庁
に
て
全
国
で
約
２
，６
０
０
名

で
組
織
さ
れ
、沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建

設
部
に
お
い
て
は
平
成
20
年
６
月
に
隊
員

36
名
に
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
全
国
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
本
省
指
示
等
に
よ
り
全
国
か
ら
Ｔ

Ｅ
Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
隊
が
駆
け
つ
け
、

迅
速
な
災
害
対
応
（
技
術
的
支
援
等
）

を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
隊
員
の
災
害
対
応

能
力
の
向
上
を
目
的
に
、
講
義
と
し
て

「
沖
縄
の
防
災
に
つ
い
て
」
、
「
Ｔ
Ｅ

Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
」
、
「
他
地
整
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
活
動
に
つ
い
て
」
、
「
災
害
査
定

に
つ
い
て
」
、
実
地
研
修
と
し
て
災
害

対
策
機
器
（
災
害
対
策
本
部
車
、
照
明

車
）
の
拡
幅
・
操
作
手
順
の
習
得
、
防

災
ヘ
リ
搭
乗
訓
練
、
現
地
で
の
簡
易
測

量
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
受
講
し
た
隊
員
か
ら
は
「
実
際
に
研

修
に
参
加
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｃ

̶

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

と
し
て
の
使
命
を
実
感
し
た
。
全
国
の

被
災
箇
所
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

得
る
た
め
、
常
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
く
持
ち
、
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
。
」
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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大
規
模
自
然
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
の
役
割
に
つ
い
て

　
　
〜
平
成
２１
年
度
Ｔ
Ｅ
Ｃ

‒

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
研
修
を
と
お
し
て
〜

開
発
建
設
部
で
は
１
月
１４
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
２
日
間
、部
内
隊
員
等
２２
名
に
よ
る
Ｔ
Ｅ
Ｃ

ｰ

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

4
開発建設部

災害に関する講義

現地簡易測量訓練

照明車操作訓練

災害対策本部車拡幅訓練

防災ヘリ搭乗訓練

食品輸出の最前線で活躍する海外のバイヤー４名
を講師に迎え、各国の食品市場における最新情報
を提供しました。

世界各都市に販路を持つ国内外のバイヤー（10
名）と県内の事業者との商談の場を提供しまし
た。

　商談に参加したバイヤーは、輸出促進セミナー講
師４名のほか、(株)ショーライ、Top Weal Limited、
クラウン貿易(株)、(株)大井山本商店、(株)ジェイエフ
エー、永和商事(株)からの6名で、展開地域は中国、香港、米国、欧州、ロシアなど。
　県内からは、生鮮野菜・果実、食肉加工品、もずく加工品、黒糖、塩、紅茶、泡盛などを扱う幅広
い業種が参加し、各都市へ展開するバイヤーと精力的に商談を行いました。

出品者が自社商品をアピールするプレゼンテーションを行った後、バイヤーに試食いただ
き、食材の魅力、輸出産品としての可能性についてアドバイスをいただきました。

輸出促進セミナー（参加者約120名）　

展示・商談会（参加事業者21社）　

輸出産品発掘会（参加事業者19社）　

「北京レポート」
鈴渓（天津）国際貿易有限公司　君島英樹 氏

　中国向け水産食品の取扱いの変更、北京の小売店にお
ける販売状況などについて情報提供いただきました。

「タイレポート」
Daisho(Thailand)Co.,Ltd　 加藤秀樹 氏

　タイにおける外食・小売・業務用など食品市場の概況、那
覇空港ハブ化への期待などについて講演いただきました。

「香港レポート」
味珍味（香港）有限公司　デニス・トクアキ・ウー 氏

　栄養表示制度の導入、日本と香港の食文化の違い、香港
市場の戦略方法等について講演いただきました。

「上海レポート」
Joint B&K 樽家邦興 氏

　上海の食品市場、消費者の特徴、上海における日本企業
の成功事例などについて情報提供いただきました。

かち割り黒糖の試食の様子 紅茶の試飲の様子 商品ＰＲの様子

商談会場の様子

講師の話に熱心に耳を傾ける参加者

黒羽沖縄総合事務局次長の挨拶

農林水産物・食品の輸出促進に関する情報についてはこちらをご覧ください。
「輸出オリエンテーションの会」は平成22年度も開催する予定です。

農林水産省ＵＲＬ http://www.maff.go.jp/j/export/index.html　　
沖縄総合事務局ＵＲＬ http://ogb.go.jp/nousui/nousui_yushutu.html 　　
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